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　長年にわたってドイツ文学、哲学を研究してきた私は
その過程で洋の東西を問わず少なからぬ文学者や思想家
が山をテーマに、あるいは山を媒介に作品を残している
ことを知った。これらを体系付けて整理し、最終的には
「登山の文化誌」を構築したいというのが本研究の出発
点である。それは従来なされたことのない「登山」に焦
点を当てた精神史の研究ともいえよう。昨2002年度は、
その一端としてヨーロッパアルプスに関連する山岳紀行
詩文を渉猟し、特に近代登山の嗜矢とされるルネッサン
スの人文主義者ペトラルカの『ヴァントウー登饗記』の
解読を行った。信仰登山は世界中で、日本でも古くから、
行われていたが信仰以外で実利とは関係なく、ただ山の
頂上に立ちたいと思って登ったのはペトラルカが初めて
といわれている。それは近代アルピニズムの幕開けより
500年も早い。もちろんそのような人間は彼以外にもい
たことであろうが、詩人はそれを文書に書き残した点で
他とは異なる。彼はMont　Ventoux登山の体験を自らの
過去を振り返る内省と重ねあわせており、夏目漱石の
『草枕』冒頭に「山路を登りながらこう考えた」とある
のも、ペトラルカのこの姿勢に通じる。これは登山とい
うものの精神史を考える際の重要なファクターでもあ
る。さて、ヨーロッパアルプスの美しさが世に知られる
ようになったのは比較的新しく、18世紀になってからの
ことである。特にスイスの詩人アルブレヒト・フォン・
ハラー、フランスの思想家ジャンージャック・ルソー、
それに若きドイツの詩人ヨハン・ヴォルフガング・ゲー
テの3人によって「美しい」風景としてのアルプスが称
揚された。医者で植物学者で詩人でもあったハラーは、
1732年に「アルプス」（Die　Alpen）という詩を発表した。
これは後に教訓詩と呼ばれるもので、それまで恐ろしい
醜悪な岩と氷と森の塊りとされてきた山々が実は美しい
ものであるということ、アルプスの住人たちが決して未
開の山猿などではなく、有徳なつつましい民であること
を主張したのであった。1761年にはルソーの「アルプス
の麓の小さな町に住める二人の恋人の手紙」（『新エロイ
ーズ』）が出版され、ジュネーヴ湖とその周りのロマン
ティックで野性的な美しさが喧伝された。この書は18世
紀における最大のベストセラーになったのである。その
影響でスイスの山々が注目を集めるようになったとも言
われている。先ず最初に裕福なイギリス人たちが山岳の
野生の美しさと崇高さを求めてスイスにやって来た。ウ
インパーのマッターホルン初登墓は、それから約100年
後のことである。1775年には若きゲーテが最初のスイス
旅行（生涯で3回行っている）を試みた。そして山々への
感激が呼び覚まされるもとになった様々な描写が生まれ
たのである。1784年、ゲーテはミニヨンの歌の中でゴッ
トハルト峠越えを叙述しながら、「君よ知るや、あの山
とその雲の小道を」と問いかけたのであった。ゴットハ
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ルトはそれ以後あまねく知れ渡ることになった。今年度
もさらにアルプスに焦点を当てて研究を進めたい。
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